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Abstract
This study analyzed how student teachers’ perspectives on classes changed before and after training at
practice schools. The results of factorial analysis revealed that the student teachers perceived the classes
from three different key perspectives at the pre-guidance and ex-post training stages. The characteristics of
the factor structures at the two stages were revealed through a comparison with the factor structure of the
supervising teacher in the practice school. The following results were made clear:
1．The student teachers made a stereotyped response to the evaluation items at the pre-training stage.
2．At the ex-post training stage, the student teachers comprehended the importance of the items constitut-
ing F1［objectives of teaching］through their teachers’ guidance.
3．Through teaching practice, the significance that student teachers attached to the evaluation items
changed and their perspectives underwent a process of reconstruction.
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お わ り に
以上，実習生の授業をとらえる視点について，事前指導時の因子構造と実習後の因子構造にど
のような違いがあるのか，指導教諭の研究授業時因子構造と対比させながら，考察をした。先述
のとおり，本研究が対象とした事前指導段階の実習生の因子構造と事後指導段階の実習生の因子
構造には，授業をとらえる視点の成長過程として連続性が保障されていない。しかし，教育実習
による指導の成果を確認するという観点からこの2つの段階の因子構造をあえて対比させた場
合，それなりに実習の効果を確認することができた。すなわち，事前指導の段階では，評定項目
自体をきわめて形式的・表面的に扱っていた傾向が見られたのに対し，実習後は知識体系の重要
性を意識した上で扱っている傾向が見られた点である。
ただし，こうした評定項目で説明される「学習指導技量」を基軸に，実習生の事前指導や事後
指導を展開しようとすれば，まず授業をとらえる視点をどのように成長させていくかという成長
モデルを描く必要があろう。そのためには，事前指導を開始した段階，実習直前の段階，実習直
後の段階において，それぞれ実習生が他者の授業をどのようにとらえているのか，またその視点
を自己評価と省察にどのように生かしているのか，段階ごとの調査に基づく検証が欠かせないだ
ろう。そして，その上で，事前指導の段階では評定項目の本質的意味をどこまで理解させて実習
へ送り出すか，といった到達水準の設定をし，着実に身につけさせるための指導上の工夫も求め
られよう。
一方，中央教育審議会答申「今後の教員養成・免許制度の在り方について」（平成18年）にお
いて，「教員養成カリキュラム委員会の機能の充実・強化」を図ることが強調されているように，
大学では教育実習指導担当者個別の努力や工夫のみならず，教職課程の編成やカリキュラムの検
証と改善という観点から，全学的に実習生の「学習指導技量」形成過程，成長モデルを検討し，
そのための指導の充実を目的とした体制作りも求められよう。そして，その際には，カリキュラ
ム委員会のスタッフが，その基軸となる評定項目について，設定された手順，意味づけも含めて
共通理解をしておく必要があろう。
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